
クルレンツィス、コパチンスカヤ、お墨付き！
ロシアの俊英プリッチン、日本初リサイタル！
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シューベルト：ヴァイオリンとピアノのための二重奏曲 イ長調 D574
Schubert: Sonate für Violine und Klavier A-Dur D574

デシャトニコフ：老いた“辻音楽師”のように…（1997）
Leonid Desyatnikov: Wie der Alte Leiermann... für Violine und Klavier

チャイコフスキー：なつかしい土地の思い出 Op.42
Tchaikovsky: Souvenir d’un lieu cher Op.42

ストラヴィンスキー（ドゥシュキン編）：バレエ音楽《妖精の口づけ》より 
ディヴェルティメント

Stravinsky (arr. Dushkin): Divertimento from ballet “Le baiser de la fée”

   ヴァイオリン

ピアノ

〈エスポワール スペシャル 16〉

全席指定 5,500円／学生 2,500円  発売：7月14日 水［会員：7月10日 土］Tuesday 19 October 2021, 19:00 TOPPAN HALL

トッパンホール19:00開演
2021
火10 19



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

裏面写真©Anna Chobotova
2021.6 Ⅰ

　スターは、なぜか一時に続けて出現する。2019年初春、待ち望
まれていたテオドール・クルレンツィス率いるムジカエテルナ初
来日公演は、コパチンスカヤというもう一人の異端児との相乗効
果で我々に時代の変革を予感させた。そんな中、さらにもう一人
の傑出した若手が静かに、突如として我々の眼前に現れた。その
名はアイレン・プリッチン。31歳のヴァイオリニスト。こう書け
ば、その名は知らなくても、「あー、あの子か！」と多くの人が膝
を打って思い出してくれるだろう。クルレンツィス率いるムジカ
エテルナのゲスト・コンサート
マスターを務め、アンコールで、
ある日はコパチンスカヤとリゲ
ティのヴァイオリン・デュオに
興じ、ある日はコンマスにもか
かわらずチャイコフスキーの
ヴァイオリン協奏曲やイザイの
ソナタを弾いて、満席（懐かし
い響き！）の聴衆の度肝を抜い
たあの若者だ。そのプリッチン、
昨年も密かに来日したが、東京
でソロを弾くのは今回が初めて。
〈エスポワール スペシャル〉の
16代目のアーティストとして、
盟友ルーカス・ゲニューシャス
と共に、トッパンホールのス
テージに初登場する。
　〈エスポワール スペシャル〉は、海外の若手をいち早く日本に
紹介するシリーズで、基本的に彼らの都内、都心でのデビューリ
サイタルを飾ってきた。弦楽器奏者だけをとっても、ユリア・
フィッシャー、ルノー・カプソン、ソル・ガベッタ、ファニー・
クラマジラン、ヴェロニカ・エーベルレ、パヴェル・ハース・
クァルテットなど、いまや世界の第一線で活躍する名手が名を連
ねてきた。そんな中にあって、プリッチンも、これまでの多くの
出演アーティスト同様、テクニックを売りにして、現代のヴァイ

オリン技術の最高峰を追うタイプというよりは、やりたい音楽が
しっかりベースにあって、その信条にしたがってプログラムを組
み立ててくるというタイプの音楽家だ。自己主張はそれなりに強
いが、気ままに個性に走るのではなく、音楽の枠の中できっちり
自己主張してくるのが心地よい。
　そんな彼の姿勢は今回のプログラムでも顕著に感じられる。一
見なんとも地味なプログラムだが、繋がりはしっかり計算され、
自身のやりたい音楽の姿勢もきっちりと伝わってくる内容だ。

シューベルトのデュオでは、盟
友ゲニューシャスと共にこの鋭
敏にして繊細な音楽家シューベ
ルトの琴線に迫る。この曲は同
時に、《冬の旅》の最終曲、絶望
に満ちた〈辻音楽師〉をモチー
フに、ロシアの作曲家デシャト
ニコフがクレーメルのために書
いた〈老いた“辻音楽師”のように
…〉へのイントロダクションと
なっている。デシャト二コフの
曲は、現代の心の貧困を《冬の
旅》と重ね合わせたかのようで、
そこにプリッチンとゲニュー
シャスの共感が滲む。休憩をは
さみ、彼らの目線は、故郷ロシ

アへと向かう。物語性のある作品や情景描写に、卓越した冴えを
みせる業師プリッチンだけに、デシャトニコフに続きチャイコフ
スキー、ストラヴィンスキーでも、その持ち味が存分に発揮され
るに違いない。「古さの中にある新しさと現代性」、これがプリッ
チンの今回のプログラムのキーワードで、かつ、彼の音楽の根幹
を流れるモチーフか。トッパン初登場となる大型ピアニスト、ゲ
ニューシャスとどのような音楽を作り出すのか、興味は尽きない。

 プログラミング・ディレクター　西巻 正史
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&Aylen Pritchin ヴァイオリン ピアノ

アイレン・プリッチン ルーカス・ゲニューシャスLukas Geniušas


